
平成 25年度 第 1回常任理事・地区理事・研究班長合同会議 議事録 

 

日時 平成 25年 5月 12日（日） 12：45～14:20 

場所 宮崎市郡医師会 2階 視聴覚室 

参加 常任理事：津曲（会長） 日高（副会長）守田（副会長）佐伯（会計） 花牟禮（事務局） 

 坂梨（組織） 深江（組織） 松尾（学術） 中村（学術） 竹ノ内（学術）  

黒木（庶務） 奥野（庶務） 

   地区理事：福田（宮崎） 緒方（児湯） 石田（延岡） 中屋敷（小林）丸目（都城） 

        橋本（日南） 

   研究班長：木下（微生物）寺原（血液） 石黒（一般） 緒方（生物化学）  

        上坂（生理） 酒井（輸血） 大野（病理・細胞診） 

議事録 花牟禮 

次第 

１． 開会 

２． 会長挨拶 

 地区、研究班各 3 万円の予算だけでは研修会を開催するには足りないと思うので、本年度は日臨技

の 5万円×20研修会を利用して研修会を開催していきたい。各地区、研究班少なくとも 1つは申請し

て、20研修会分すべて実施したい。 

３． 連絡事項                        

 事務局 

   1）日臨技「議決権行使書（兼出席票）」の回収について 

    日臨技から委託を受けて宮崎県技師会として取りまとめを行っている。 

   2）平成 25 年度日臨技九州支部医学検査学会（第 48 回）一般演題募集について 

   福岡県臨床衛生検査技師会より一般演題募集要項が届き、5 月号の会報に同封して会員へ配付し

ました。 

   3）宮崎県臨床検査技師会会報への原稿申込について 

    研修会等の案内は、月末までに事務局（花牟禮）までＥ-メールに添付して依頼する。  

   4）E-メールでの連絡について 

    連絡事項、案内等を迅速にお知らせするために、Ｅ-メールを活用したい。 

    裏面の連絡先およびＥ-メールアドレスに間違いが無いか確認。 

   5）技師会所有カメラの活用について 

    昨年開催した日臨技九州支部医学検査学会に合わせて、デジタルカメラを購入した。 

    公益事業、研修会等で有効に活用する。借用するときは事務局まで。 

    会計（別紙参照） 

1）講師に記入してもらう領収証の書き方について 

 配布資料を参考にして、間違ないようにする。  

   日臨技の研修会として実施する場合は、宮臨技からの予算と日臨技からの助成金 5 万円の 

   使用については明確にしておく。 



 組織 

  1) 各地区理事からの問い合わせや報告について 

   坂梨組織理事を地区担当理事として連絡等を一本化する。 

    各地区理事 → 坂梨組織担当理事 → 日髙副会長（組織） 

 学術（別紙参照） 

1）研修会開催に関する規定について説明                                                     

    2）研修会における講師の取り扱いについて説明 

     講師料については、平成 25年度第 1回日臨技九州支部幹事会での決定内容により変更の可能 

     性あり。 

   3）日臨技推進行事登録手順について説明 

     配付資料を参考に登録を行う。 

     宮臨技生涯教育対象行事企画書・予算書・報告書・決算書の作成用ファイルを用意した。 

     各書類はリンクをさせてある。 

 


